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■首都圏は 3ヵ月ぶりにロックダウン解除 

マレーシアの 2021年 4～6月期実質 GDP成長率

は前年同期比＋16.1％と、前期の同▲0.5％から 5

四半期ぶりのプラス成長に転じた。ただし、これ

は前年の水準が低かったことによる反動であり、

前期比では▲2.0％であった。6月初めからマレー

シア全土で実施されたロックダウンが景気悪化

の主因である。さらに、一部地域では厳しい活動

規制が続き、7～9 月期の景気も低迷している。7

月の流通業売上高（卸売と小売の合計）は前年同

月比▲14.7％と 2 ヵ月連続の前年割れとなり、8

月の製造業 PMI も 43.4 と景気判断の分岐点とな

る 50を大きく下回る状態が続いた（右上図）。 

一方、足元ではワクチン接種完了率が 56％（9

月 15日）と世界平均の 31％を上回っているほか、

新規感染者数の増加に歯止めがかかったことを受

けて、9月 10日には 3ヵ月ぶりに首都圏のロック

ダウンが解除される等、経済活動の再開に向けた

動きが進んでいる（9月 16日時点で 13州・3連邦

直轄領のうちロックダウン継続は 2州のみ）。 

■与野党合意により政治闘争は一時中断し、新型

コロナ対応に注力 

新型コロナの流行で厳しい経済情勢が続くなか、

8 月にはマレーシア統一プリブミ党（PPBM）のム

ヒディン前首相が辞任した。与党陣営の内部対立

により下院で首相を支持する議員が過半数を割っ

たためであり、就任からわずか 17ヵ月での辞任と

なった。次期首相にはムヒディン政権で副首相を

務めていた統一マレー国民組織（UMNO）のイスマ

イル・サブリ氏が選出された。連立与党の構成は

変わらず、新内閣の顔ぶれもほぼ同じである（大臣 31人中 16人が留任し 10人が担当省庁の変更）。新

首相を支持する議員は過半数をわずかに上回るに過ぎず、引き続き政権基盤は脆弱と言える（右下図）。 

こうしたなか、新政権と野党連合は 9月 13日、2022年 7月末まで下院を解散しないことや、新型コロ

ナ対策と経済再建に集中するため政治的争いを休止する覚書を締結した。これにより当面は政局の混乱

が回避される公算が大きくなり、与野党が協力して新型コロナ対策等に当たるとみられることから、経

済活動の正常化が進むことが期待される。 
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